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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

地域で活動するさまざまな団体のイベント・活動情報などが集まるポータルサイトです。地域活動やイベントなどの情報
収集・発信の場としてご活用ください▢HP［パソコン版］http://kotocommu.net/(区ホームページからも入れます)［携
帯電話］http://genki365.net/gnkk22/i/(右記二次元コードからも入れます)▢問区民協働推進担当☎3647-8570

各回小学生と
保護者40組80
人

※申込者以外の方(乳幼児等)の入室・参加はできません。

プロ・ナチュラリスト(自然案内人)と一緒に、
水族館にいる生物を観察しよう！▢場▢集 葛西臨
海水族園▢費 1組700円▢師 佐々木洋

7／25(木)
9：00〜12：00

佐々木洋のどきどき
水族館ツアー

NHK教育の「つくってあそぼ」でおなじみのく
ぼたまさとさんと、楽しくリサイクル工作をし
よう！▢場 えこっくる江東▢費 無料▢師 くぼた
まさと

8／16(金)
①10：30〜11：30
②13：30〜14：30

くぼたまさとの作っ
て遊ぼう工作教室
2013

石けんの工場見学をして、水の大切さについて
考えよう。水の科学館で実験ショーも体験する
よ▢場 太陽油脂、水の科学館▢集 えこっくる江
東(貸切バス利用)▢費 1組950円(バス750円参加
費200円)

7／24(水)
9：10〜16：00

横浜の石けん工場＆
水の科学館見学ツア
ー

内容日程講座名

小学生と保護
者25組50人

小学生と保護
者21組42人

対象

小学生と保護
者25組50人

普段見ることのできない夜の生きものを、プロ
・ナチュラリスト(自然案内人)と一緒に観察し
よう▢場▢集 上野動物園▢費 1組600円▢師 佐々木
洋

8／15(木)
17：00〜19：30

佐々木洋のどきどき
夜の動物園ツアー

小学生と保護
者20組40人

天ぷら廃油を燃料に使うバスで、和紙で知られ
る埼玉県小川町に行き、紙すきを体験しよう。
(昼食付き)▢場 埼玉伝統工芸館▢集 えこっくる
江東(貸切バス利用)▢費 1組4,750円

8／20(火)
8：40〜17：00

埼玉県小川町で紙す
き体験エコツアー

小学生と保護
者25組50人

荒川河口の干潟を観察して、生きもののつなが
りを考えよう▢場 新砂干潟▢集 えこっくる江東
＜貸切バス使用＞▢費 1組300円

7／27(土)
10：30〜15：30

干潟観察会

江
東
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
全
�
回
)

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
パ
パ
同
士

で
育
児
に
関
す
る
情
報
交
換
や
仲
間

作
り
を
し
ま
せ
ん
か
︒
地
域
の
仲
間

で
協
力
し
合
い
︑
こ
ど
も
た
ち
も
パ

パ
も
マ
マ
も
イ
キ
イ
キ
楽
し
く
過
ご

せ
る
子
育
て
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
︒

来
年
�
月
に
開
催
予
定
の
パ
ル
シ

テ
ィ
ま
つ
り
へ
の
参
加
を
目
標
に
︑

こ
ど
も
向
け
の
楽
し
い
企
画
を
考
え

ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
)
・
�
月

日

27

25

︵
日
)
・
�
月

日
︵
土
︶
︵
全
�
回
︶

28

午
後
�
時
～
	
時

▢場
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

22

�
パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
内
︶
▢人
パ
パ

・
プ
レ
パ
パ

人
︵
全
�
回
参
加
で

20

き
る
方
を
優
先
し
て
抽
選
︶
▢保



歳
�
か
月
～
就
学
前
幼
児
︵
講
座
申

込
時
要
予
約
・
定
員

人
程
度
・
保

10

育

無

料
︶
▢費
無

料

▢師
東

浩

二

︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
理
事
︶
︑
鹿
子
木
亨
紀
︵
日

本
橋
パ
パ
の
会
代
表
︶
︑
堀
込
泰
三

︵
ワ
ラ
ビ
ー
代
表
︶
▢締
�
月
�
日

︵
火
︶
必
着

女
の
子
の
体
の
変
化
と
ケ
ア
講
座

は
じ
め
て
の
生
理
＝
初
潮
を
迎
え

る
女
の
子
と
お
母
さ
ん
の
た
め
の
講

座
で
す
︒
こ
の
講
座
で
は
︑
女
性
の

体
の
﹁
見
事
な
自
然
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
月
経
﹂
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
お

話
や
︑
月
経
中
の
日
々
を
ラ
ク
に
過

ご
す
た
め
の
工
夫
を
学
び
ま
す
︒

▢時
�
月
	
日
︵
日
︶
午
前

時
～

10

正
午

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
�
階
第


・
�
研
修
室
︵
扇
橋

�
︱

︱

�
パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
内
︶

22

▢人
初
潮
を
迎
え
る
小
学
	
年
生
く

ら
い
～
中
学
生
ま
で
の
女
子
︑
保
護

者

人
︵
抽
選
︶
▢保


歳
�
か
月

30
～
就
学
前
幼
児
︵
講
座
申
込
時
要
予

約
・
定
員

人
程
度
・
保
育
無
料
︶

10

▢費
無
料

▢師
長
谷
部
し
の
ぶ
︵
バ

ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
誕
生
学

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
︶
▢締
�
月

日
14

︵
日
︶
必
着

※
い
ず
れ
も

▢申
�
月

日
︵
火
︶

25

か
ら
電
話
︑
窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

に
①
講
座
名
②
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
③

生
ま
れ
年
④
性
別
⑤
郵
便
番
号
・
住

所
⑥
電
話
番
号
⑦
℻
番
号
⑧
保
育
希

望
の
有
無
︵
希
望
の
場
合
は
お
子
さ

ん
の
氏
名
︑
生
年
月
日
︑
性
別
︑
さ

く
ら
ん
ぼ
保
育
室
利
用
経
験
の
有

無
︶
を
記
入
し
︑
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
へ
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
込
み
で
き
ま
す

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
	



℻
(
�
�
�
�
)
�
�
	
�

教
育
テ
レ
ビ
の
﹁
つ
く
っ
て
あ
そ

ぼ
﹂
で
お
な
じ
み
の
わ
く
わ
く
さ
ん

こ
と
く
ぼ
た
ま
さ
と
さ
ん
が
︑
今
年

も
え
こ
っ
く
る
江
東
に
や
っ
て
き
ま

す
︒ま

た
自
然
案
内
人
と
一
緒
に
学
ぶ

ツ
ア
ー
や
施
設
見
学
会
な
ど
現
地
体

験
型
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
い
ま

す
︒夏

休
み
期
間
中
は
こ
の
ほ
か
に
も

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

す
の
で
︑
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
え
こ
っ
く
る
江
東
情
報
誌
﹁
た

す
け
通
信

夏
の
特
大
号
﹂
を
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

▢時

▢内

▢場
下
表
の
と
お
り
︵
区

民
を
優
先
し
︑
抽
選
︒
当
選
者
の
み

▲わくわくさんこと
くぼたまさとさん

に
�
月

日
︵
金
︶
頃
に
通
知
︶

12

▢締
�
月
�
日
︵
金
︶
必
着

▢申
は
が
き
に
︵


講
座
に
つ
き



枚
︒
�
講
座
ま
で
︒
︶
①
講
座
名
︵
工

作
教
室
は
希
望
の
回
も
︶
②
受
講
者

名
・
学
年
③
保
護
者
名
・
続
柄
④
郵

便
番
号
・
住
所
⑤
電
話
番
号
を
記
入

し
︑
〒

︱

潮
見


︱

︱

�
え

135

0052

29

こ
っ
く
る
江
東
へ
郵
送
ま
た
は
窓
口

で

☎
(
�
�
	
	
)
�


�
�

※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
可

ホ
タ
テ
キ
ャ
ン
ド
ル
は
︑
東
日
本

大
震
災
で
津
波
被
害
を
う
け
た
宮
城

県
南
三
陸
町
の
ホ
タ
テ
を
使
っ
て
作

る
︑
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
で
す
︒
あ
な
た
の

想
い
を
込
め
︑
復
興
の
あ
か
り
を
と

も
し
ま
し
ょ
う
︒
あ
わ
せ
て
自
然
災

害
実
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
︒
わ
か

り
や
す
い
実
験
を
通
し
て
災
害
の
シ

ス
テ
ム
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？
ど
ち

ら
も
夏
休
み
の
宿
題
に
ぴ
っ
た
り
で

す
︒
詳
細
は
館
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
h
ttp
:/
/
to
k
y
o
.

y
m
c
a
.o
r.jp
/
g
ra
n
c
h
a
/︶
を
ご
覧

く
だ
さ
い

▢時
�
月

日
︵
日
︶﹇
午

14

前
の
部
﹈

時
～

時

分﹇
午
後
の

10

12

30

部
﹈


時
～
�
時

分

▢場
グ
ラ
ン

30

チ
ャ
東
雲
︵
東
雲

︱

︱

︶
▢人

1

9

46

区
内
在
住
︑
在
職
︑
在
学
の
方
︑
午

前
の
部
は
一
般
の
方
向
け
︑
午
後
の

部
は
お
子
様
向
け
各

人
︵
申
込
順
︶

50

▢費


個


︑
�
�
�
円
︵
税
込
︶

▢締
�
月
�
日
︵
土
︶

▢申
�
月

日
︵
火
︶
午
前

時
か

25

10

ら
グ
ラ
ン
チ
ャ
東
雲
に
電
話
ま
た
は

窓
口
で
☎
(
�
�
	
�
)


�
�
�

食品中の放射性物質の検査結果
小中学校・保育園で飲んでいる牛乳の放射性物質の検査結果
空間放射線量の測定結果 (第1回・第2回)

食品中の放射性物質の検査結果

区では独自に、小中学校の給食用食材や区内
の店舗で販売されている食品に含まれる放射性
物質を毎月検査しています。4月は深川三中、
大島中、第二南砂中、扇橋小の給食用食材各校

5サンプル合計20サンプル、区内流通食品12サンプルを採
取し検査を行い、いずれも不検出でした。給食用食材は、
使用する前日に検査を行っています。

小中学校・保育園で飲んでいる牛乳の放射性物質の検査結果

区では、給食で飲んでいる牛乳について、5／8に小中学校
で1サンプル(全校銘柄・工場ともに同一種類)、保育園で10
サンプル(銘柄・工場の違う計57種類を順次検査)を採取し、
専門検査機関による検査を行いました。検査項目は、セシ
ウム137・134およびヨウ素131の3項目で、結果はいずれも
不検出で安全が確認できました［区立保育園についての問
合先］保育課保育係☎3647-9094［区立以外の保育園につい
ての問合先］保育課指導係☎3647-9084
※いずれも［小中学校についての問合先］学務課給食保健係
☎3647-9177［その他測定全般に関する問合先］保健所生活
衛生課食の安全係☎3647-5812

小・中・幼・保、公園等10地点の空間放射線量の測定結果

区では、4月から定点施設10施設について、毎月5施設で
の測定を実施しています(左表)。第1回を4／24、第2回を5／
21に実施しました。測定値は地上1mの平均値で、第1回は
毎時0.08mSv、第2回は毎時0.07mSvであり、国の対応方針
およびガイドラインが示す高い数値が検出された地点はあ
りませんでした。今後も同地点での測定を実施する予定で
す▢問 環境保全課調査係☎3647-6148
※詳細は、区ホームページをご覧ください。

0.08平 均

0.0423

0.09

空間放射線量
地上1m(平均値)

同日の産業技術研究センター(青海2-4-10)
の地上約1ｍモニタリングポストでの日平均値

①大島第五保育園

所在地施設名(所在地)

0.08(清澄2-11-5)③清澄二丁目公園
0.07

(大島4-21-3-101)

(枝川3-4-1-101)④枝川幼稚園
0.08(東雲1-7-4)⑤東雲緑道公園

空間放射線量 結果一覧
(第1回測定日：平成25年4月24日(水))

0.10(東砂6-9先)②荒川・砂町水辺公園

(第2回測定日：平成25年5月21日(火))

0.08(大島9-1)①小名木川水辺の散歩道
地上1m(平均値)
空間放射線量

所在地施設名(所在地)

※空間放射線量の測定単位はμSv／h
※Svは放射線による人体への影響度合いを表す単位
※産業技術研究センターでは、空間放射線量の連続測定を実
施

※同センターの測定値は、1μGly／h＝1μSv／hとして換算

(辰巳1-10-57)⑤辰巳中学校
0.07平 均

0.0411同日の産業技術研究センター(青海2-4-10)
の地上約1ｍモニタリングポストでの日平均値

0.08(北砂5-20-16)②亀高小学校
0.07(扇橋3-20-11)③扇橋三丁目公園
0.07(塩浜2-17-8)④塩浜二丁目第二公園
0.06


